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謹

賀

新

年
新
年
明

け
ま
し
て

お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
の
政
治
は
、
民
主
主
義
が

否
定
さ
れ
、
地
方
の
声
が
無
視

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
問
題
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
地
方
で
の
生
活

そ
の
も
の
も
否
定
さ
れ
て
い
る

感
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、安
倍
政
権
の
国
会
で
の

横
暴
ぶ
り
は
目
に
余
る
も
の
が

あ
り
、
も
っ
と
謙
虚
で
丁
寧
な

国
会
運
営
を
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

立
憲
民
主
党
の

誕
生

安
倍
総
理
は
、
森
友
学
園
や

加
計
学
園
の
疑
惑
を
隠
す
た
め
、

総
選
挙
に
打
っ
て
出
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
抗
す
べ
き
野
党
第

一
党
の
民
進
党
は
、
希
望
の
党

と
の
合
流
を
目
指
し
た
も
の
の
、

希
望
の
党
の
小
池
代
表
の
「
排

除
」
の
論
理
で
、
民
進
党
は
バ
ラ

バ
ラ
に
な
り
、
急
遽
立
憲
民
主

党
を
立
ち
上
げ
、
総
選
挙
を
戦

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
立
憲
民
主
党
が
第

一
党
に
躍
り
出
た
も
の
の
、
与

党
に
議
席
の
三
分
の
二
を
許
す

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
厳
し

い
国
会
運
営
は
何
も
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
後
、
立
憲
民
主
党
が
中
心

の
野
党
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
国

民
に
寄
り
添
う
政
治
を
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
追
随
の

道
政

２
０
０
３
年
に
北
海
道
知
事

に
就
任
し
た
高
橋
知
事
は
、
現

在
４
期
目
の
知
事
と
し
て
北
海

道
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
ま

す
が
、
国
の
言
い
な
り
、
国
追
随

の
道
政
で
は
、
こ
の
厳
し
い
北

海
道
の
環
境
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

路
線
維
持
問
題
に
つ
い
て
も
、

情
報
提
供
に
留
ま
り
、
道
が
主

体
的
役
割
を
担
う
決
意
を
読
み

取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
私
た
ち
は
、
高
橋
知
事

の
道
政
検
証
を
進
め
る
中
か
ら
、

来
年
春
に
迫
っ
た
知
事
・
道
議

選
、
統
一
自
治
体
選
挙
を
戦
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

居
場
所
と

出
番
を

私
の
政
治
信
条
は
、「
地
域
で

頑
張
る
人
が
報
わ
れ
る
社
会
の

実
現
」
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
は

「
誰
に
で
も
居
場
所
と
出
番
の

あ
る
社
会
」
が
必
要
で
す
。

北
海
道
は
、
可
能
性
豊
か
な

地
域
で
す
。
そ
の
中
央
に
位
置

す
る
上
川
地
域
こ
そ
、
知
恵
と

工
夫
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
も
っ
と
た
く
ま
く
飛
躍

で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
、

そ
の
為
に
も
私
は
、
人
を
大
切

に
し
、
一
人
ひ
と
り
の
発
想
や

思
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
政
治
家
を
貫
き
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
る
決
意
で
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

一人ひとりが大切にされる

安心社会の実現
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進
ま
ぬ

国
会
論
議

衆
議
院
は
、
９
月
28
日
解
散
、

10
月
22
日
投
開
票
と
い
う
突

然
の
選
挙
を
経
ま
し
た
が
、
山

積
す
る
課
題
へ
の
国
会
で
の
論

議
は
一
向
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

特
に
、
本
道
が
直
面
す
る
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
や
空
港
民
間
化
な
ど

の
交
通
政
策
や
一
次
産
業
の
乱

暴
な
見
直
し
な
ど
へ
の
対
応
も

不
明
確
な
ま
ま
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
高
橋
知
事

は
、
２
０
１
９
年
度
の
知
事
選

に
向
け
て
の
自
ら
の
進
退
に
ふ

れ
る
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。

よ
う
や
く

支
援
表
明

昨
年
11
月
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が

「
Ｊ
Ｒ
単
独
で
は
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
な
路
線
」
を
公
表
し

て
か
ら
、
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
Ｊ
Ｒ
、
国
、
道
の
い
ず
れ

も
が
責
任
を
回
避
す
る
対
応
を

重
ね
る
中
で
、
何
ら
の
方
向
性

も
出
さ
な
い
ま
ま
で
、
時
間
ば

か
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
問

題
は
、
利
用
者
や
地
域
が
切
り

捨
て
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る

課
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

放
置
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
追
及
に
対
し
高
橋

知
事
は
、
定
例
会
の
終
盤
で
、
や

っ
と
、
道
の
財
政
支
援
措
置
の

検
討
を
表
明
す
る
趣
旨
の
答
弁

を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
、
Ｊ
Ｒ
、

国
、
道
、
市
町
村
の
論
議
は
、
す

べ
て
こ
れ
か
ら
で
、
具
体
性
は

あ
り
ま
せ
ん
。
道
内
鉄
路
を
取

り
巻
く
基
本
的
な
状
況
は
何
ら

変
わ
ら
ず
、
国
や
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
対
応
を
動
か
し
、
全
道
の
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
知
事
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
い
た
道
の

主
体
的
で
積
極
的
な
取
り
組
み

が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

や
っ
ぱ
り

国
の

対
応
待
ち

ま
た
、
会
派
の
一
般
質
問
で

は
、
貿
易
に
関
す
る
国
際
交
渉

や
農
業
施
策
の
見
直
し
、
北
方

領
土
、
空
港
民
営
化
、
観
光
に

関
す
る
法
定
外
目
的
税
な
ど
に

つ
い
て
も
論
議
し
ま
し
た
が
、

知
事
か
ら
は
、
国
の
対
応
待
ち

で
、
主
体
性
に
欠
け
る
答
弁
が

続
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
課
題

も
、
地
域
や
道
民
生
活
に
大
き

く
影
響
す
る
も
の
で
あ
り
、
議

論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

補
正
に

１
９
４
億
円

北
海
道
の
補
正
予
算
は
、
災

害
復
旧
事
業
費
１
１
５
億
円
、

北
海
道
空
港
ビ
ル
の
所
有
株
の

売
却
金
２
４
億
円
を
積
み
立
て

る
北
海
道
航
空
振
興
基
金
設
置

な
ど
一
般
会
計
１
９
３
億
１
，

２
０
０
万
円
、
特
別
会
計
１
億

４
，
９
０
０
万
円
。
こ
れ
で
、
平

成
29
年
度
道
予
算
の
規
模
は
、

一
般
会
計
２
兆
７
，
８
９
７
億

円
、
特
別
会
計
６
，
５
２
１
億
円

の
合
計
３
兆
４
，
４
１
８
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

◆
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る
決

議
▼
将
来
に
わ
た
り
安
全
・
安

心
な
医
療
制
度
の
提
供
を
求
め

る
意
見
書
▼
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

推
進
に
対
す
る
慎
重
な
審
議
を

求
め
る
意
見
書
▼
産
業
用
大
麻

の
産
業
化
に
向
け
た
必
要
な
環

境
整
備
を
求
め
る
意
見
書
▼
私

立
専
修
学
校
等
に
お
け
る
専
門

的
職
業
人
材
の
育
成
機
能
の
強

化
等
を
求
め
る
意
見
書
▼
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
か
ら
の

不
審
船
に
関
す
る
意
見
書

一 般 会 計 特 別 会 計 合 計

既決予算額 2,770,434,665 651,960,470 3,422,395,135

今回補正額 19,312,366 149,294 19,461,660

合 計 2,789,747,031 652,109,764 3,441,856,795

第
４
回
定
例
道
議
会
報
告
（
11
月
28
日
～
12
月
14
日
）

決
算
特
別
委
員
長
と
し
て
、
決
算
審
査
結
果
を
報
告
（

月

日
）

第４回定例会で可決された補正予算
単位：千円

お詫び！

「ゆうこう便り 2017 年

10 月（秋号）」は、解散総

選挙と重なったため、休刊

としました。
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�
C

士
別
市
文
化
賞
・
功
労
章
・
社
会

貢
献
賞
表
彰
式
（
11
月
２
日
）

全国都道府県知事会から 10 年勤続表彰（12 月 5 日）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
７
月
～
12
月
）

てん菜振興自治体協議会から要請（11 月 14 日） 桜丘自治会の元気まつり（9 月 24 日）

林活議連で沖修司林野庁長官へ要請（7 月 12 日）

ベトナムと台湾のサッカー少年を受入（8 月 8 日）

難病連クリスマスパーティーに参加（12 月 17 日）

豪州ゴールバーンの学生と神輿を担ぐ（7 月 15 日）

�
E

富
良
野
市
功
労
者
表
彰
式

（
11
月
３
日
）

きたごりんファームでの稲刈り作業（9 月 16 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
７
月
～
12
月
分
）

◆
７
月
14
日【
消
防
操
法
訓
練
大

会
】
▼
今
日
は
、
江
別
市
に
あ
る

北
海
道
消
防
学
校
で｢

北
海
道

消
防
操
法
訓
練
大
会｣

に
出
席

し
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
を
激
励

し
て
き
た
▼
今
日
は
今
年
一
番

の
暑
さ
！
そ
ん
な
暑
さ
に
負
け

ず
、
全
道
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

12
チ
ー
ム
は
、『
早
く
、
正
確
に
』

を
基
本
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

上
士
幌
消
防
団
が
優
勝
、
準
優

勝
に
は
興
部
消
防
団
が
入
っ
た

▼
上
川
管
内
を
代
表
し
て
出
場

し
た
上
川
町
消
防
団
は
、
キ
ビ

キ
ビ
と
し
た
動
作
と
素
早
い
消

火
な
ど
の
操
法
を
披
露
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら

６
位
に
留
ま
っ
た
。

◆
８
月
19
日【
オ
ス
プ
レ
イ
反
対

集
会
】
▼
日
米
合
同
訓
練
は
、
８

月
10
日
か
ら
28
日
ま
で
の
日

程
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
当
初

か
ら
オ
ス
プ
レ
イ
が
参
加
し
て

の
訓
練
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、

今
月
５
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
事
故
を
起
こ
し
、
日
本
も
自

粛
を
申
し
入
れ
て
い
た
▼
し
か

し
、
事
故
の
原
因
等
も
明
ら
か

に
し
な
い
ま
ま
米
軍
は
安
全
宣

言
を
行
い
、
日
本
政
府
も
そ
れ

を
受
け
入
れ
、
18
日
か
ら
オ
ス

プ
レ
イ
が
参
加
し
て
の
訓
練
に

な
っ
て
い
た
▼
私
た
ち
は
緊
急

で
は
あ
っ
た
が
、
党
、
連
合
、
農

連
の
三
軸
で
の
合
同
で
開
催
し
、

日
米
合
同
訓
練
規
模
縮
小
・
オ

ス
プ
レ
イ
参
加
反
対
を
訴
え
た
。

そ
し
て
私
た
ち
は
、
道
民
の
安

全
安
心
を
無
視
し
て
の
オ
ス
プ

レ
イ
の
参
加
に
は
強
く
抗
議
し
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
頑
張
る

決
意
だ
。

◆
８
月
23
日
【
戦
争
を
さ
せ
な

い
士
別
市
民
集
会
】
▼
今
日
は
、

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
士
別
市
民

集
会
（
神
田
壽
昭
実
行
委
員
長
）」

に
参
加
し
て
き
た
▼
集
会
で
は
、

冒
頭
神
田
実
行
委
員
長
か
ら
開

会
挨
拶
。
続
い
て
、
自
治
労
士
別

市
職
労
の
広
島
体
験
学
習
事
業

で
広
島
県
を
訪
問
し
た
田
中
柊

舞
君
（
中
２
）
か
ら
体
験
報
告
を

受
け
、
そ
の
後
の
基
調
講
演
で

は
前
札
幌
市
長
の
上
田
文
雄
氏

か
ら
「
い
ま
。
平
和
と
憲
法
が
危

な
い
！
」
と
題
し
た
お
話
を
い

た
だ
い
た
▼
さ
ら
に
、
先
の
大

戦
で
亡
く
な
っ
た
７
０
０
名
を

超
え
る
方
々
の
名
簿
を
確
認
し
、

戦
争
を
さ
せ
な
い
集
会
宣
言
を

採
択
。
最
後
は
、『
戦
争
さ
せ
な

い
コ
ー
ル
』
で
、
戦
争
を
さ
せ
な

い
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

◆
10
月
28
日
【
さ
っ
ぽ
ろ
市
士

別
ふ
る
さ
と
会
】
▼
今
年
で
33

回
目
と
な
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
市
士

別
ふ
る
さ
と
会
（
三
分
一
敬
会

長
）」
の
交
流
の
集
い
は
、
士
別

か
ら
29
名
、
ふ
る
さ
と
会
か
ら

は
57
名
の
合
計
96
名
が
参
加

し
、
札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
た

▼
冒
頭
、
三
分
一
会
長
か
ら
、
ふ

る
さ
と
士
別
と
の
交
流
事
業
な

ど
に
つ
い
て
の
報
告
の
あ
と
、

「
わ
れ
わ
れ
戦
前
生
ま
れ
で
戦

争
を
体
験
し
た
者
と
し
て
は
、

憲
法
９
条
を
守
る
こ
と
を
継
続

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
お
話
し
さ
れ
、
戦
争
の
無
い

社
会
を
目
指
す
こ
と
が
ふ
る
さ

と
を
思
う
こ
と
に
繋
が
る
と
の

認
識
が
示
さ
れ
た
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita

g
u

c
h

i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
一

文
字
は
「
北
」
と
な
っ
た
。
ど

う
や
ら
北
朝
鮮
に
よ
る
、
度
重

な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
事
案
や
核

実
験
強
行
な
ど
の
朝
鮮
半
島
情

勢
の
緊
迫
化
が
、
こ
の
字
を
選

ば
せ
た
の
だ
ろ
う
▼
確
か
に
、

北
朝
鮮
の
行
動
は
良
く
な
い
。

ア
メ
リ
カ
と
正
々
堂
々
、
話
し

合
い
で
自
分
た
ち
の
存
在
を
認

め
さ
せ
る
べ
き
な
の
だ
が
、
核

や
ミ
サ
イ
ル
に
頼
っ
て
い
る
よ

う
で
は
理
解
は
得
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
▼
一
方
、
ア
メ
リ
カ
や
日

本
も
〝
圧
力
〟
一
辺
倒
で
は
物

事
は
解
決
し
な
い
。
圧
力
と
対

話
を
繰
り
返
す
こ
と
こ
そ
、
拉

致
な
ど
の
解
決
の
近
道
に
な
る

と
思
う
の
は
、
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。

（
ゆ
う
こ
う
）

さっぽろ市士別ふるさと会で挨拶

旭川市でオスプレイ参加反対を訴える

上川町消防団を激励

戦争をさせない集会で講演する上田氏


